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『
か
た
り
べ
』
一
一
四
号
よ
り
連
載
し
て
い
る
「『
旧
鈴
木
家
住
宅
』
の

資
料
た
ち
」
で
は
、
豊
島
区
東
池
袋
五
丁
目
に
所
在
す
る
歴
史
的
建
造
物

「
豊
島
区
指
定
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
旧
鈴
木
家
住
宅
」
を
改
修
・
整

備
し
て
開
設
す
る
「（
仮
称
）
鈴
木
信
太
郎
記
念
館
」
の
公
開
に
先
立
ち
、

建
物
や
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
・
鈴
木
信
太
郎
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
、
豊
島
区
が
「
旧
鈴
木
家
住
宅
」
を
取
得

し
て
以
降
、
公
開
に
向
け
て
二
〇
一
二
〜
二
〇
一
三
年
に
か
け
て
建
物
の

基
礎
調
査
、
資
料
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
資
料
整
理
や
展
示

設
計
な
ど
を
行
い
、
そ
の
成
果
の
一
部
を
『
か
た
り
べ
』
や
プ
レ
展
示

な
ど
で
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
二
〇
一
七
（
平
成

二
九
）
年
一
月
よ
り
記
念
館
の
開
館
に
向
け
た
建
物
の
保
存
改
修
工
事
が

始
ま
り
ま
し
た
。

今
回
の
工
事
は
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
に
信
太
郎
の
父
が
現
在
の

地
に
移
り
住
ん
で
か
ら
増
改
築
を
繰
り
返
し
、
親
子
三
代
で
住
み
継
が
れ

て
き
た
「
旧
鈴
木
家
住
宅
」
が
記
念
館
に
生
ま
れ
変
わ
る
た
め
、
老ろ

う
き
ゅ
う
か

朽
化

に
よ
る
傷
み
の
修し

ゅ
う
ぜ
ん繕
と
展
示
空
間
・
事
務
空
間
を
整
備
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
工
程
と
し
て
は
、
ま
ず
建
物
と
庭
園
の
工
事
を

二
〇
一
七
年
一
〇
月
（
予
定
）
ま
で
実
施
、
そ
の
後
、
内
部
の
展
示
工
事

を
行
い
、
二
〇
一
八
年
三
月
の
開
館
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
郷
土
資
料
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
（
二
〇
一
七
年
一
〇

月
予
定
）
と
と
も
に
「（
仮
称
）
鈴
木
信
太
郎
記
念
館
」
の
開
館
に
向
け
て
、

学
芸
ス
タ
ッ
フ
一
同
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ご
覧
い
た
だ
け
る
ま
で

も
う
し
ば
ら
く
か
か
り
ま
す
が
、
楽
し
み
に
お
待
ち
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
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時
代
小
説
家

　山
や
ま
て手

樹き
い
ち
ろ
う

一
郎

【
山
手
の
生
い
立
ち
】

「
桃
太
郎
侍
」「
夢
介
千
両
み
や
げ
」
な
ど
の

作
品
で
大
衆
か
ら
絶
大
な
人
気
を
誇
っ
た
時
代

小
説
家
・
山
手
樹
一
郎（
本
名

　井い
ぐ
ち口
長ち

ょ
う
じ次
）
は
、

一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
二
月
一
一
日
、
栃

木
県
那
須
郡
黒
磯
町
（
現
・
那
須
塩
原
市
）
で

生
ま
れ
ま
し
た
。

中
学
卒
業
後
、
出
版
社
に
入
社
し
た
山
手
は

編
集
の
仕
事
を
し
な
が
ら
「
井
口
長
二
」
名
義

で
少
女
小
説
を
発
表
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

父
親
の
病
気
を
機
に
、
一
九
二
四
（
大
正
一

三
）
年
、
東
京
府
北
豊
島
郡
長
崎
村
（
現
・
豊

島
区
要
町
）
に
居
を
移
す
と
、
晩
年
ま
で
五
四

年
間
を
同
地
で
過
ご
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
に
『
サ
ン
デ
ー
毎

日
』
の
大
衆
小
説
懸
賞
募
集
で
佳
作
を
受
賞
す

る
と
、
以
後
は
「
山
手
樹
一
郎
」
の
名
で
三
百

を
超
え
る
作
品
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

【
山
手
邸
で
の
勉
強
会
「
要か

な
め
か
い会
」】

売
れ
っ
子
作
家
だ
っ
た
山
手
の
自
宅
に
は
、

原
稿
の
完
成
を
待
つ
編
集
者
や
、
山
手
と
付
き

合
い
の
深
い
作
家
ら
が
集
ま
り
ま
し
た
。

山
手
邸
で
は
大
衆
小
説
研
究
会
が
定
期
的
に

開
催
さ
れ
、
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
に
は

そ
の
会
に
「
要
会
」
と
名
前
が
つ
き
ま
す
。
こ

の
会
名
は
、
や
が
て
は
大
衆
文
学
界
の
要
に
な

ろ
う
と
い
う
作
家
た
ち
の
思
い
と
、
山
手
の
家

が
要
町
に
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

上う
え
の野

一か
ず
お雄

、
村む

ら
ま
つ松

駿し
ゅ
ん
き
ち

吉
、
穂ほ

ず
み積

驚み
は
るに

山
手
が
加

わ
り
始
ま
っ
た
勉
強
会
は
、
池い

け
な
み波

正し
ょ
う
た
ろ
う

太
郎
や
郡

こ
お
り

順じ
ゅ
ん
し史
ら
が
加
わ
り
、
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）

年
に
山
手
が
入
院
す
る
ま
で
続
き
ま
し
た
。

【「
新し

ん
じ
ゅ樹

の
会
」
と
の
付
き
合
い
】

山
手
は
長
年
の
編
集
者
経
験
か
ら
、
多
く

の
若
手
作
家
の
育
成
に
も
尽
力
し
て
い
ま
す
。

一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
一
二
月
、「
要
会
」

か
ら
派
生
し
た
若
手
作
家
の
勉
強
会
「
新
樹
の

会
」
は
、
同
人
誌
『
新
樹
』
を
創
刊
し
、
小
説

や
評
論
を
発
表
し
ま
し
た
。
発
足
時
の
同
人
は

一い
ち
じ
ょ
う条
明あ

き
ら、
郡
順
史
ら
七
名
で
、
同
誌
に
連
載

さ
れ
た
永な

が
お
か岡

慶け
い
の
す
け

之
助
の
「
斗と

な
み
は
ん

南
藩
子し

て
い
き

弟
記
」
は
、

直
木
賞
候
補
に
選
ば
れ
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

二
号
後
書
き
に
は
「
わ
れ
わ
れ
が
『
新
樹
』

１
号
及
２
号
を
世
に
送
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

長
い
間
わ
れ
わ
れ
の
文
学
的
指
導
者
と
し
て
物

心
両
面
に
多
大
の
援
助
を
与
え
て
く
れ
た
山
手

樹
一
郎
先
生
の
絶
大
な
尽
力
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
先
生
の
真
摯
な
鞭
撻
が
な
か
つ
た
な
ら
ば
、

あ
る
い
は
『
新
樹
』
は
生
れ
な
か
つ
た
か
も
知

れ
な
い
。」（
文
章
マ
マ
）
と
記
さ
れ
て
お
り
、

師
と
仰
ぐ
山
手
に
対
す
る
『
新
樹
』
同
人
た
ち

の
思
慕
の
念
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

山
手
と
同
人
た
ち
は
連
れ
だ
っ
て
出
掛
け
て

は
親
睦
を
深
め
、
そ
の
時
撮
影
さ
れ
た
写
真
が

ア
ル
バ
ム
に
仕
立
て
ら
れ
、
同
人
た
ち
か
ら
山

手
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。（
文
学
・
マ
ン
ガ

　安
達
）

アルバム「新樹・一日散歩」
（撮影・編集）木

きやすすむ

屋進、植
うえきしげる

木繁、水
み ず の

野泰
た い じ

治、一条明、松
まつなが

永義
よしひろ

弘

山手樹一郎記念会寄贈

かたりべ
豊島区立郷土資料館・ミュージアム開設準備だより

123

（
仮
称
）
鈴
木
信
太
郎
記
念
館
保
存
改
修
工
事
の
お
知
ら
せ

写真右：旧鈴木家住宅は約３ｍの擁壁の

上に建っているので、安全には十分配慮

の上、工事期間中は敷地の外周に仮囲い

を設けています。今後、外部工事を行う

際には建物の周囲に足場と素屋根を設置

して、全体を覆います。

写真左：改修工事に先立ち、壁や天井、床といった

内部造作を一度解体して、建物の老朽化による破損

状況を確認しています。

この調査結果をもとに最終的な工事の方針を定め、

工事を進めていきます。

おお
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郷
土
資
料
館
で
は
、
毎
年
一
二
月
か
ら
二
月

に
か
け
て
、
区
内
の
小
学
校
三
年
生
に
向
け
た

展
示
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
社
会
科
で
、「
昔

の
道
具
と
人
び
と
の
く
ら
し
」
と
い
う
単
元
が

あ
り
、
今
で
は
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
道
具
を
実

際
に
見
た
り
触
っ
た
り
し
て
、
そ
の
使
い
方
や

特
徴
を
調
べ
る
こ
と
で
、
当
時
の
暮
ら
し
ぶ
り

に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

し
か
し
、
当
館
は
大
規
模
改
修
工
事
の
た
め
、

一
昨
年
一
二
月
よ
り
休
館
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
今
年
度
は
資
料
館
の
学
芸
員
が
学
校
を

訪
問
し
、
実
物
資
料
を
通
し
て
体
験
す
る
出
前

授
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

各
学
校
に
持
参
す
る
資
料
は
、
数
量
や
重
量

に
制
限
が
あ
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
小
学
校
の

先
生
方
と
学
習
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
そ
れ
に
合

わ
せ
た
実
物
資
料
を
選
出
し
ま
し
た
。

学
習
す
る
テ
ー
マ
と
し
て
提
案
し
た
の
は
以

下
の
通
り
で
す
。
①
の
ば
す
（
火ひ

の

し

熨
斗
・
鏝こ

て

・

炭
火
ア
イ
ロ
ン
・
電
気
ア
イ
ロ
ン
）、
②
数

え
る
（
そ
ろ
ば
ん
・
手
回
し
計
算
機
・
電
卓
）、

③
て
ら
す
（
ひ
ょ
う
そ
く
・
燭し

ょ
く
だ
い台
・
カ
ン
テ
ラ
・

ラ
ン
プ
）、
④
炊
く
（
釜
、
お
ひ
つ
・
し
ゃ
も

じ
・
電
気
炊
飯
器
）、
⑤
洗
う
（
洗
濯
た
ら
い
・

洗
濯
板
）、
⑥
書
く
（
矢や

た
て立
・
鉛
筆
・
ガ
ラ
ス

ペ
ン
）、
⑦
は
か
る
（
棹さ

お
ば
か
り秤
・
枡ま

す

・
鯨

く
じ
ら
じ
ゃ
く
尺
）、
⑧

あ
た
た
め
る
（
湯
た
ん
ぽ
・
白
金
カ
イ
ロ
・
豆

炭
あ
ん
か
）。
ま
た
、「
地
域
の
む
か
し
」
を
映

し
た
写
真
や
地
図
な
ど
を
見
て
も
ら
い
、
自
分

た
ち
が
普
段
見
て
い
る
風
景
と
の
違
い
を
感
じ

さ
せ
、
生
活
を
し
て
い
る
場
所
・
地
域
へ
の
関

心
を
惹ひ

き
付
け
る
よ
う
な
導
入
の
時
間
を
設
け

ま
し
た
。

期
間
を
限
定
し
て
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
た
く

さ
ん
の
学
校
に
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
（
南

池
袋
小
学
校
、
池
袋
小
学
校
、
目
白
小
学
校
、

千
早
小
学
校
、
西
巣
鴨
小
学
校
、
高
南
小
学
校
、

池
袋
第
一
小
学
校
、
長
崎
小
学
校
、
清
和
小
学

校
、
さ
く
ら
小
学
校
、
以
上
一
〇
校
に
て
実
施
）。

授
業
後
に
実
施
し
た
先
生
方
か
ら
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
中
に
は
、
本
な
ど
の
資
料
で
し
か
見

た
こ
と
が
な
か
っ
た
道
具
を
実
際
に
近
く
で
見

た
り
触
っ
た
り
で
き
て
よ
か
っ
た
、
と
い
う
よ

う
な
感
想
を
多
く
い
た
だ
き
、
専
門
的
な
知
識

を
持
っ
た
者
に
解
説
を
し
て
も
ら
え
た
点
に
つ

い
て
も
、
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
方
、
限
定
し
た
少
な
い
資
料
を
、
わ
ず
か

な
時
間
の
中
で
体
験
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
点
や
、
児
童
が
道
具
に
触
れ
る
際
に
、

人
員
不
足
で
十
分
に
目
配
り
が
で
き
な
か
っ
た

点
な
ど
は
今
後
の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

豊
島
区
立
郷
土
資
料
館
は
、
平
成
二
九
年

一
〇
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

出
前
授
業
で
取
り
扱
っ
た
内
容
は
、
企
画
展
示

と
し
て
小
学
生
の
郷
土
学
習
を
進
め
て
い
く
う

え
で
有
効
な
構
成
に
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
豊
島
区
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て

学
習
で
き
る
展
示
も
お
こ
な
う
予
定
で
す
。

地
域
博
物
館
と
区
内
小
中
学
校
・
先
生
方
と

連
携
し
、
児
童
・
生
徒
の
学
習
効
果
が
高
め
ら

れ
る
よ
う
今
後
も
鋭
意
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
来
年
度
は
資
料
館
で
お
会
い
で
き

る
日
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
（
学
校
連
携

担
当
一
同
）。

（
郷
土

　髙
木)

謝
辞

　急
な
募
集
に
も
関
わ
ら
ず
、
た
く
さ
ん

の
学
校
に
ご
応
募
い
た
だ
き
、
ま
た
先
生
方
に

は
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
、
こ

の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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前
号
で
は
、
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
北

豊と
し
ま島

郡
巣
鴨
村
に
設
置
さ
れ
た
「
警
視
庁
監
獄

巣
鴨
支し

し
ょ署

」（
明
治
三
六
年
「
巣
鴨
監
獄
」
と

改
称
）
の
経
緯
と
、
そ
の
後
巣
鴨
刑け

い
む
し
ょ

務
所
、
東

京
拘こ

う
ち置

所
、
巣
鴨
プ
リ
ズ
ン
、
東
京
拘
置
所
等

を
経
て
、昭
和
五
三
（
一
九
七
八
）
年
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
シ
テ
ィ
が
オ
ー
プ
ン
す
る
ま
で
の
変
遷
を

紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
巣
鴨
監
獄
誕
生
の
背

景
と
建
築
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
す
。

巣
鴨
監
獄
の
設
置
は
、
石
川
島
監
獄
署
の
腐ふ

朽き
ゅ
うと

衛
生
上
、
監
視
上
、
立
地
上
の
問
題
が
直

接
の
理
由
で
し
た
が
、
当
時
「
監
獄
改
良
」
は

治ち
が
い外

法ほ
う
け
ん権

の
撤て

っ
ぱ
い廃

に
向
け
た
「
内
務
行
政
の
悲

願
」
で
し
た
。
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
の
五ご

箇か

国こ
く

条
約
に
よ
り
日
本
に
は
外
国
人
に
対
す
る

領り
ょ
う
じ事

裁
判
権
が
な
く
、
収し

ゅ
う
よ
う容

で
き
る
監
獄
も
な

か
っ
た
た
め
、「
不
平
等
条
約
改
正
に
か
け
た

国
際
水
準
の
監
獄
を
、
都
心
に
も
う
け
る
べ

き
で
あ
る
と
す
る
必
然
的
要よ

う
せ
い請

に
立
つ
も
の
」

だ
っ
た
の
で
す
（
重し

げ
ま
つ松
一
義
「
人に

ん
そ
く足
寄よ

せ
ば場
と

石
川
島
監
獄
」『
人
足
寄
場
史
』
一
九
七
四
年
。

同
『
図
鑑
日
本
の
監
獄
史
』
一
九
八
五
年
）。

そ
の
候こ

う
ほ補

地
と
し
て
深
川
区
洲す

ざ
き崎

町
、
南
葛か

つ

飾し
か

郡
亀か

め

戸い
ど

村
、
南
豊
島
郡
渋し

ぶ
や谷

村
が
検
討
さ
れ

ま
し
た
が
、
最
終
的
に
巣
鴨
村
に
決
定
し
ま
す
。

明
治
二
二
年
、東
京
府
は
建
設
費
四
〇
万
円（
う

ち
一
〇
万
円
は
国
庫
補
助
）
を
計
上
し
、
工
事

設
計
及
び
監か

ん
と
く督

を
米
国
建
築
学
士
で
臨
時
建
築

局
技
師
の
妻つ

ま
き木

頼よ
り
な
か黄

に
委い

し
ょ
く嘱

し
、
明
治
二
四
年

五
月
に
着
工
、
約
四
年
半
を
費
や
し
て
明
治

二
八
年
一
〇
月
に
竣し

ゅ
ん
こ
う工

し
ま
し
た
。

妻
木
は
東
京
府
庁ち

ょ
う
し
ゃ舎
、
横
浜
正し

ょ
う
き
ん金
銀
行
な

ど
数
多
く
の
官
庁
建
築
を
手
が
け
、
明
治
建

築
界
の
三
巨き

ょ
と
う頭

の
ひ
と
り
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
監
獄
建
築
に
も
熱
心
で
し
た
。
巣
鴨
監
獄

完
成
後
の
講
演
の
中
で
、
欧
米
の
実
地
調
査
を

も
と
に
、
監
獄
の
立
地
条
件
や
建
築
上
の
留
意

点
、
特
に
通
気
等
の
衛
生
面
と
監
視
面
の
改
良

を
強
調
し
、
監
獄
に
は
多
額
の
建
設
費
を
要
す

る
た
め
国
の
補
助
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
建
築

と
と
も
に
監
獄
則そ

く

の
整
備
が
伴

と
も
な

わ
な
け
れ
ば
本

当
の
改
良
は
で
き
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
ま

す
（『
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
』
明
治
三
〇
年
）。

約
六
万
二
五
〇
〇
坪
（
約
二
〇
万
六
六
〇
〇

㎡
）
の
広
大
な
台
地
に
建
つ
煉れ

ん
が
ぞ
う

瓦
造
の
巣
鴨
監

獄
は
、
欧
米
の
一
流
監
獄
に
比
し
て
遜そ

ん
し
ょ
く色

な
い

「
模も

は
ん範

監
獄
」「
国
際
監
獄
」
と
し
て
評
価
さ
れ

ま
し
た
。
左
の
英
文
の
絵
は
が
き
は
そ
の
宣
伝

の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。

外そ
と
べ
い塀

は
高
さ
約
五
・
四
ｍ
、
全
長
約
一
・
六
㎞

で
、
四よ

す
み隅
に
は
高
さ
約
八
ｍ
の
高た

か
み
は
り

見
張
が
配
置

さ
れ
、
表
門
は
鉄て

つ
ご
う
し

格
子
扉
と
槻

け
や
き

製
扉
の
二
重
扉

と
し
、
脱だ

つ
ご
く獄

防
止
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
中
央

正
面
の
事
務
所
に
は
、
左
右
に
三
階
建
の
中
央

看か
ん
し
ゅ守

所
が
あ
り
、
そ
こ
を
中
心
に
平
屋
建
の
已い

決け
つ
か
ん監

が
放
射
状
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
〇

棟
の
監
舎
に
は
三
〇
〇
の
雑ざ

っ
き
ょ
ぼ
う

居
房
が
あ
り
、
収

容
人
数
は
二
四
〇
〇
人
で
し
た
。
ま
た
構
内
に

は
芝し

ば
ふ生

を
敷し

き
、
電
線
が
架か

せ
つ設

さ
れ
、
運
搬
用

ト
ロ
ッ
コ
の
レ
ー
ル
が
建
物
間
を
繋つ

な

ぐ
な
ど
、

近
代
的
な
設
備
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
巣
鴨
刑
務
所
と
改
称
し
た
翌
年
の

関
東
大
震
災
で
被
害
を
受
け
、
昭
和
一
〇
年

府ふ
ち
ゅ
う中
に
移
転
し
ま
す
。「
一
大
城じ

ょ
う
さ
い塞
の
偉い

よ
う容
」

を
誇
っ
た
建
物
は
、
約
四
〇
年
で
姿
を
消
す
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
　
　（郷
土

　横
山
）

郷
土
資
料
館
出
前
授
業

「
む
か
し
の
く
ら
し
を
体
験
し
よ
う
」
の
実
施
と
結
果
に
つ
い
て

郷土資料館の役割や資料の取り扱いについての
諸注意を映像で説明しています。

「のばす」道具 火熨斗・鏝の使い方や特徴を説明しています。
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北
年
）
五
九
八
一
（
八
二
治
明
、
は
で
号
前

豊
島

獄
監
庁
視
警
「
た
れ
さ
置
設
に
村
鴨
巣
郡

鴨
巣

支
署

と
」
獄
監
鴨
巣
「
年
六
三
治
明
（」

鴨
巣
後
の
そ
、
と
緯
経
の
）
称
改

刑

所
務

東
、

京
拘
置

等
所
置
拘
京
東
、
ン
ズ
リ
プ
鴨
巣
、
所

背
の
生
誕
獄
監
鴨
巣
は
回
今
。
た
し
ま
し
介
紹

。
す
ま
き
い
て
見
て
い
つ
に
築
建
と
景

の
署
獄
監
島
川
石
、
は
置
設
の
獄
監
鴨
巣

腐

朽

直
が
題
問
の
上
地
立
、
上
視
監
、
上
生
衛
と

は
」
良
改
獄
監
「
時
当
、
が
た
し
で
由
理
の
接

治
外
法
権
の
撤
廃

悲
の
政
行
務
内
「
た
け
向
に

の
年
）
八
五
八

（
五
政
安
。
た
し
で
」
願

五

箇
国

る
す
対
に
人
国
外
は
に
本
日
り
よ
に
約
条

領
事

、
く
な
が
権
判
裁

収
容

な
も
獄
監
る
き
で

べ
る
け
う
も
に
心
都
、
を
獄
監
の
準
水
際
国

的
然
必
る
す
と
る
あ
で
き

要
請

」
の
も
つ
立
に

重
松

「
義
一

人
足
寄
場
と。

年
四
七
九
一
』
史
場
寄
足
人
『」
獄
監
島
川
石

。）
年
五
八
九
一
』
史
獄
監
の
本
日
鑑
図
『
同

の
そ

候
補

区
川
深
て
し
と
地

洲
崎

南
、
町

葛

飾
郡
亀
戸

郡
島
豊
南
、
村

渋
谷

れ
さ
討
検
が
村

。
す
ま
し
定
決
に
村
鴨
巣
に
的
終
最
、
が
た
し
ま

う
（円
万
〇
四
費
設
建
は
府
京
東、
年
二
二
治
明

事
工
、
し
上
計
を
）
助
補
庫
国
は
円
万
〇
一
ち

び
及
計
設

監
督

築
建
時
臨
で
士
学
築
建
国
米
を

の
師
技
局

妻
木
頼
黄
に
委
嘱

年
四
二
治
明
、
し

治
明
て
し
や
費
を
半
年
四
約
、
工
着
に
月
五

に
月
〇
一
年
八
二

竣
工

。
た
し
ま
し

府
京
東
は
木
妻

庁
舎

浜
横
、

正
金

な
行
銀

建
治
明
、
け
が
手
を
築
建
庁
官
の
く
多
数
ど

三
の
界
築

巨
頭

す
ま
い
て
れ
さ
と
り
と
ひ
の

獄
監
鴨
巣
。
た
し
で
心
熱
も
に
築
建
獄
監
、
が

を
査
調
地
実
の
米
欧
、
で
中
の
演
講
の
後
成
完

意
留
の
上
築
建
や
件
条
地
立
の
獄
監
、
に
と
も

良
改
の
面
視
監
と
面
生
衛
の
等
気
通
に
特
、
点

す
要
を
費
設
建
の
額
多
は
に
獄
監
、
し
調
強
を

築
建
、
と
こ
る
あ
で
要
必
が
助
補
の
国
め
た
る

獄
監
に
も
と
と

則

が
備
整
の

伴

本
ば
れ
け
な
わ

ま
い
て
し
摘
指
を
と
こ
い
な
き
で
は
良
改
の
当

。）
年
〇
三
治
明
』
誌
雑
会
協
獄
監
本
日
大
『（
す

〇
〇
六
六
万
〇
二
約
（
坪
〇
〇
五
二
万
六
約

つ
建
に
地
台
な
大
広
の
）
㎡

煉

造
瓦

監
鴨
巣
の

て
し
比
に
獄
監
流
一
の
米
欧
、
は
獄

遜
色

い
な

「
模
範

れ
さ
価
評
て
し
と
」
獄
監
際
国
「」
獄
監

伝
宣
の
そ
は
き
が
は
絵
の
文
英
の
左
。
た
し
ま

外
塀

㎞
六・
一
約
長
全
、
ｍ
四・
五
約
さ
高
は

、
で

四
隅

の
ｍ
八
約
さ
高
は
に

高

張
見

置
配
が

は
門
表
、
れ
さ

鉄

子
格

と
扉

槻

扉
重
二
の
扉
製

、
し
と

脱
獄

央
中
。
す
ま
い
て
じ
講
を
策
止
防

央
中
の
建
階
三
に
右
左
、
は
に
所
務
事
の
面
正看

守

の
建
屋
平
に
心
中
を
こ
そ
、
り
あ
が
所

已

決
監

〇
一
。
す
ま
い
て
れ
さ
置
配
に
状
射
放
が

の
〇
〇
三
は
に
舎
監
の
棟

雑

房
居

収
、
り
あ
が

に
内
構
た
ま
。
た
し
で
人
〇
〇
四
二
は
数
人
容は

芝
生
を
敷

が
線
電
、
き

架
設

用
搬
運
、
れ
さ

繋

、
ど
な
ぐ。

た
し
ま
れ
さ
入
導
が
備
設
な
的
代
近

の
年
翌
た
し
称
改
と
所
務
刑
鴨
巣
、
し
か
し

年
〇
一
和
昭
、
け
受
を
害
被
で
災
震
大
東
関府

中

大
一
「。
す
ま
し
転
移
に

城
塞
の
偉
容
」

　
　
　

土
郷
（

　

）
山
横

42

①表門は東向きで、旭日の縞模様を配し、
威厳を感じさせる。南北西に裏門がある。

③④中央看守所から放射状に配された已決
監。建物に沿って芝生と街路樹が続く。

③「中央監視台より見た監房と廊下」の英
文説明がある。凝った装飾も注目される。

⑥八角形の炊所及び浴場。物品集散所、掃
溜場、洗濯場、物置が隣接する。

は
が
き
は　
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複
雑
な
黒
を
基
調
に
、
頭
部
の
輪
郭
と
眼が

ん
か窩

が
画
面
中
央
に
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。
タ
イ
ト

ル
か
ら
こ
れ
が
牛
だ
ろ
う
と
推
測
す
る
と
、
そ

の
左
手
下
方
に
、
こ
の
二
つ
並
ん
だ
円
形
は
鼻

か
と
思
わ
せ
て
、
も
う
一
頭
の
顔
が
見
え
て
き

ま
す
。
二
頭
の
牛
の
胴
体
や
脚
は
、
ど
こ
か
ら

ど
こ
ま
で
が
一
頭
分
な
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
画
面
の
右
側
に
は
白
い
骨
（
人
の
腕
と

手
？
）
の
よ
う
な
も
の
が
描
き
こ
ま
れ
て
お
り
、

右
上
部
で
は
そ
の
骨
ら
し
き
も
の
が
横
方
向
に

も
認
め
ら
れ
（
魚
？
）、
そ
の
先
端
は
鋭
い
く

ち
ば
し
状
の
曲
線
を
見
せ
て
い
ま
す
。
傍
ら
に

あ
る
の
は
も
う
一
つ
眼
で
し
ょ
う
か
。
形
か
ら

連
想
さ
れ
る
モ
テ
ィ
ー
フ
は
こ
こ
ま
で
で
、
右

手
前
の
「-57 K

.Y
am
ashita.

」
と
い
う
書
き

込
み
の
下
に
あ
る
の
は
、
魚
の
ひ
れ
に
も
見
え

ま
す
が
具
体
的
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
黄
褐
色

の
背
景
に
そ
れ
ぞ
れ
が
微
妙
に
重
ね
あ
わ
さ
れ

複
雑
な
層
＊
１

を
な
し
、
深
み
を
出
す
一
方
で
、

穏
や
か
な
空
間
で
草
を
食は

む
牛
で
は
な
い
こ
と

を
伝
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
（
図
1
）、
山や

ま
し
た下

菊き
く
じ二

（
一
九
一
九

－

一
九
八
六
）
が
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年

に
制
作
し
た
油
彩
画
で
、
同
年
二
月
に
開
催
さ

れ
た
「
四
人
展
」（
図
2
）
の
出
品
作
で
す
。

四
人
展
と
は
、
入
江
比ひ

ろ呂
（
一
九
〇
七

－

一
九

九
二
）、
大
塚
睦

む
つ
み

（
一
九
一
六

－

二
〇
〇
二
）、

高た
か
や
ま山
良り

ょ
う
さ
く策
（
一
九
一
七

－

一
九
八
二
）、
山
下

菊
二
の
四
人
が
、
一
九
五
五
年
に
第
一
回
を
、

五
七
年
、
五
八
年
と
三
回
開
催
し
て
終
了
し
た

グ
ル
ー
プ
展
で
す
。

そ
の
第
一
回
展
の
出
品
目
録
冒
頭
に
は
、
前

衛
美
術
会
＊
２

所
属
メ
ン
バ
ー
と
し
て
久
し
ぶ

り
に
小
集
団
展
を
開
き
ま
す
、
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。
五
十
音
順
で
も
あ
り
つ
つ
、
年
長
者
か

ら
き
れ
い
に
名
前
が
並
べ
ら
れ
た
こ
の
四
人
は

同
会
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
入
江
と
山
下
に
最
大

一
二
歳
の
開
き
が
あ
り
な
が
ら
、
ウ
マ
が
あ
う

仲
間
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
入
江
が
一
九
五
三
年

に
練
馬
区
に
移
る
ま
で
、
四
人
と
も
豊
島
区
内

の
要
町
や
千
早
に
住
ん
で
い
て
、
往
来
は
頻
繁
、

大
塚
家
で
は
食
事
や
議
論
も
た
び
た
び
だ
っ
た

と
い
い
ま
す
。
彼
ら
の
表
現
の
前
衛
的
傾
向
と

こ
う
し
た
交
流
は
、
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
精

神
を
引
き
継
い
で
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
《
牛
》
は
、
入
江
旧
蔵
作
品
で
す
。

山
下
は
、
諷
刺
や
ユ
ー
モ
ア
を
ま
じ
え
な
が

ら
も
、
権
力
や
差
別
と
対
峙
し
た
制
作
で
知
ら

れ
る
作
家
で
す
。《
牛
》
は
、
そ
の
重
層
的
な

描
き
方
が
、
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
技
法
や
イ
メ
ー

ジ
を
組
み
合
わ
せ
て
使
う
山
下
の
ほ
か
の
作
品

と
の
類
似
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
山
下
は
時
勢
を

絵
画
化
し
、
画
風
を
変
え
な
が
ら
も
制
作
の
態

度
を
終
生
変
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
二
度
の
招
集

を
受
け
た
山
下
が
「
戦
争
が
市
民
生
活
に
も
た

ら
し
た
過
酷
な
状
況
の
下
で
、
自
分
が
ど
の
よ

う
に
生
き
た
か
と
い
う
真
の
命
題
が
貫
ぬ
け
た

か
ど
う
か
は
、
そ
の
人
の
絵
が
証
明
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。」
＊
３

と
語
る
通
り
、
激
烈
と
も

い
え
る
ほ
ど
強
固
な
制
作
態
度
で
し
た
。
大
作

で
は
な
い
な
が
ら
、
そ
れ
は
本
作
に
も
表
現
さ

れ
て
い
る
た
め
に
、
安あ

ん
の
ん穏

と
し
て
い
な
い
牛
で

あ
り
、
骨
の
イ
メ
ー
ジ
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
一
九
五
〇
年
代
に
画
家
た
ち
が
向
き
合

い
、
ま
た
山
下
が
格
闘
し
て
い
た
の
は
、
十
余

年
経
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
自
ら
も
加
わ
っ
た

戦
争
体
験
と
、
そ
の
後
の
社
会
状
況
な
の
で
す
。

（
美
術

　小
林
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

＊
１

　修
復
記
録
に
よ
れ
ば
、
画
面
に
は
部
分
的
に

金
色
（
真
鍮
）
と
銀
色
（
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
）
の

光
沢
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
後
の
制
作
の
試
行
の

可
能
性
も
う
か
が
わ
せ
る
。

＊
２

　前
衛
美
術
会
は
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年

に
結
成
さ
れ
た
美
術
団
体
で
、
戦
前
に
福
沢

一
郎
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
美
術
文
化
協
会
が

一
九
四
六
年
に
分
裂
、
そ
の
急
進
派
と
旧
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
美
術
作
家
と
か
ら
な
る
。

＊
３

　「作
家
訪
問 

山
下
菊
二
」『
絵
具
箱
か
ら
の
手

紙
』
三
四
号
、
ホ
ル
ベ
イ
ン
工
業
株
式
会
社
、

一
九
八
六
年
。

5

『
鈴
木
信
太
郎
全
集
』
第
五
巻
の
巻
末
に
掲

載
さ
れ
て
い
る「
鈴
木
信
太
郎
著
作
年
譜
」（「
著

作
」
以
外
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
情
報
の
記
載
も
豊

富
）
を
眺
め
る
と
、
信
太
郎
が
フ
ラ
ン
ス
文
学

研
究
の
み
に
没
頭
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

多
彩
な
趣
味
を
楽
し
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
将
棋
・
麻
雀
・
篆て

ん
こ
く刻

な
ど
な
ど
…
。

な
か
で
も
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
六
月
、

辰た
つ
の
ゆ
た
か

野
隆
ら
と
と
も
に
三
八
歳
で
初
め
て
コ
ー
ス

に
出
て
以
降
、
晩
年
ま
で
親
し
ん
で
い
た
の
が

ゴ
ル
フ
で
す
。
翌
三
四
年
四
月
に
ゴ
ル
フ
道
具

一
式
を
揃
え
た
信
太
郎
は
、「
五
月
頃
か
ら
月

に
十
日
は
コ
ー
ス
に
出
た
。
正
確
に
勘
定
す
れ

ば
、
昭
和
九
年
八
月
か
ら
十
年
七
月
ま
で
の
一

箇
年
間
に
、
百
三
十
二
回
コ
ー
ス
に
出
て
、
殆

ど
い
つ
も
一
ラ
ウ
ン
ド
半
乃

（
な
い
し
）至

二
ラ
ウ
ン
ド

廻
」
っ
た
、
と
し
て
お
り
、
一
年
間
で
二
〇
〇

ラ
ウ
ン
ド
以
上
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
ゴ
ル
フ
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
を

ご
く
簡
単
に
解
説
し
ま
し
ょ
う
。

ゴ
ル
フ
を
一
言
で
い
う
と
、「
ど
れ
だ
け
少

な
い
ス
コ
ア
（
打
数
）
で
コ
ー
ス
を
回
れ
る
か
」

を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
例
え
ば
、「
一
八
ホ
ー

ル
、
パ
ー
七
二
の
△
×
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
を

一
ラ
ウ
ン
ド
し
て
、ス
コ
ア
が
一
〇
〇
だ
っ
た
」

と
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
△
×
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
に
出
向
き
、
多
く
の
場
合
ゴ
ル
フ
仲
間
四
名

ひ
と
組
で
、
四
〜
五
時
間
程
度
か
け
て
一
番

ホ
ー
ル
か
ら
一
八
番
ホ
ー
ル
ま
で
プ
レ
ー
（
ラ

ウ
ン
ド
）
し
、
規
定
打
数
七
二
の
と
こ
ろ
、
ス

コ
ア
は
二
八
オ
ー
バ
ー
（
+28
）
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

先
に
掲
げ
た
信
太
郎
の
年
間
二
〇
〇
ラ
ウ
ン

ド
以
上
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
プ
ロ
ゴ
ル

フ
ァ
ー
並
み
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
上
回
る
ほ
ど

の
驚
異
的
な
数
字
と
言
え
ま
す
。
さ
ら
に
言
う

と
、〝
現
役
の
大
学
教
員
が
な
ぜ
実
現
可
能
な

の
だ
ろ
う
…
？
〞
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
、
不
思

議
な
数
字
で
も
あ
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
現
在
、
ス
コ
ア
が
一
〇
〇
を
切

る
こ
と
が
、
多
く
の
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
ァ
ー

に
と
っ
て
の
当
面
の
目
標
で
あ
り
、「
ス
コ
ア

一
〇
〇
」
は
平
均
以
上
の
腕
前
か
平
均
以
下
か

の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
と
い
う
こ
と
に
も
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

さ
て
、
旧
鈴
木
家
住
宅
に
は
、
複
数
の
ゴ
ル

フ
（
キ
ャ
デ
ィ
）
バ
ッ
グ
と
ク
ラ
ブ
セ
ッ
ト
が

遺
さ
れ
て
い
ま
す
。
左
の
写
真
は
そ
れ
ら
の
な

か
で
も
最
も
古
い
一
九
五
〇
年
代
前
半
に
製
造

さ
れ
た
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
が
収
め
ら
れ
て
い
る
も

の
で
、
お
そ
ら
く
信
太
郎
が
使
用
し
た
も
の
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
ウ
ッ
ド
の
ヘ
ッ
ド
は
パ
ー
シ

モ
ン
（
柿
の
木
）
を
使
用
、
ア
イ
ア
ン
の
シ
ャ

フ
ト
は
ス
チ
ー
ル
製
で
す
。
パ
タ
ー
や
ウ
エ
ッ

ジ
類
は
残
念
な
が
ら
欠
け
て
い
ま
す
が
、
ゴ
ル

フ
バ
ッ
グ
に
収
め
る
ク
ラ
ブ
番ば

ん
て手
な
ど
、
当
時

の
ゴ
ル
フ
事
情
を
知
る
上
で
も
貴
重
か
つ
興
味

深
い
資
料
と
言
え
ま
す
。

気
に
な
る
信
太
郎
の
ゴ
ル
フ
の
腕
前
で
す
が
、

シ
ン
グ
ル
プ
レ
ー
ヤ
ー
（
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

が
ひ
と
桁
の
上
級
者
）
で
は
な
い
も
の
の
、
ア

マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
ァ
ー
と
し
て
は
相
当
上
手

か
っ
た
よ
う
で

す
。
随
筆
の
記
述

に
よ
る
と
、
四
五

〜
四
六
歳
に
か
け

て
三
度
の
ハ
ー
フ

三
〇
台
（
前
半
な

い
し
は
後
半
の
九

ホ
ー
ル
で
ス
コ
ア
四
〇
を
切
る
こ
と
）
を
記
録

し
て
い
ま
す
。
信
太
郎
は
生
涯
に
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
を
一
度
経
験
し
て
い
ま
す
が
、
瞬
間
的
な

喜
び
で
あ
る
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
よ
り
も
、「
何

と
形
容
し
て
よ
い
か
解
ら
な
い
快
楽
」
と
ハ
ー

フ
三
〇
台
で
廻
っ
た
喜
び
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

右
の
ス
コ
ア
カ
ー
ド
は
、
一
九
五
九
年
五

月
一
五
日
、
我あ

び

こ

孫
子
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
（
パ
ー

71
）
ラ
ウ
ン
ド
時
の
も
の
で
、
一
八
ホ
ー
ル
を

八
四
打
（
+13
）
で
回
っ
て
い
ま
す
。
左
上
に
は

「
戦
後
最
高
のS

core

」
の
メ
モ
書
き
が
あ
り
、

六
三
歳
に
な
っ
て
も
よ
り
良
い
ス
コ
ア
を
目
指

す
信
太
郎
の
ゴ
ル
フ
に
対
す
る
姿
勢
が
う
か
が

え
ま
す
（
五
〇
代
半
ば
の
筆
者
の
ベ
ス
ト
ス
コ

ア
は
九
五
打
（
+24
）
で
信
太
郎
に
遠
く
及
び
ま

せ
ん
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（郷
土

　秋
山
）

図2　４人展ハガキ　
1957年2月25日－3月3日
於美松書房画廊
大塚睦氏旧蔵資料

作
品
を

―

山
下
菊
二《
牛
》―

10

見
る
読
む

図1　山下菊二《牛》1957年、油彩・カンヴァス、45.6×88.3cm、豊島区蔵



4

複
雑
な
黒
を
基
調
に
、
頭
部
の
輪
郭
と
眼が

ん
か窩

が
画
面
中
央
に
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。
タ
イ
ト

ル
か
ら
こ
れ
が
牛
だ
ろ
う
と
推
測
す
る
と
、
そ

の
左
手
下
方
に
、
こ
の
二
つ
並
ん
だ
円
形
は
鼻

か
と
思
わ
せ
て
、
も
う
一
頭
の
顔
が
見
え
て
き

ま
す
。
二
頭
の
牛
の
胴
体
や
脚
は
、
ど
こ
か
ら

ど
こ
ま
で
が
一
頭
分
な
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
画
面
の
右
側
に
は
白
い
骨
（
人
の
腕
と

手
？
）
の
よ
う
な
も
の
が
描
き
こ
ま
れ
て
お
り
、

右
上
部
で
は
そ
の
骨
ら
し
き
も
の
が
横
方
向
に

も
認
め
ら
れ
（
魚
？
）、
そ
の
先
端
は
鋭
い
く

ち
ば
し
状
の
曲
線
を
見
せ
て
い
ま
す
。
傍
ら
に

あ
る
の
は
も
う
一
つ
眼
で
し
ょ
う
か
。
形
か
ら

連
想
さ
れ
る
モ
テ
ィ
ー
フ
は
こ
こ
ま
で
で
、
右

手
前
の
「-57 K

.Y
am
ashita.

」
と
い
う
書
き

込
み
の
下
に
あ
る
の
は
、
魚
の
ひ
れ
に
も
見
え

ま
す
が
具
体
的
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
黄
褐
色

の
背
景
に
そ
れ
ぞ
れ
が
微
妙
に
重
ね
あ
わ
さ
れ

複
雑
な
層
＊
１

を
な
し
、
深
み
を
出
す
一
方
で
、

穏
や
か
な
空
間
で
草
を
食は

む
牛
で
は
な
い
こ
と

を
伝
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
（
図
1
）、
山や

ま
し
た下

菊き
く
じ二

（
一
九
一
九

－

一
九
八
六
）
が
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年

に
制
作
し
た
油
彩
画
で
、
同
年
二
月
に
開
催
さ

れ
た
「
四
人
展
」（
図
2
）
の
出
品
作
で
す
。

四
人
展
と
は
、
入
江
比ひ

ろ呂
（
一
九
〇
七

－

一
九

九
二
）、
大
塚
睦

む
つ
み

（
一
九
一
六

－

二
〇
〇
二
）、

高た
か
や
ま山
良り

ょ
う
さ
く策
（
一
九
一
七

－

一
九
八
二
）、
山
下

菊
二
の
四
人
が
、
一
九
五
五
年
に
第
一
回
を
、

五
七
年
、
五
八
年
と
三
回
開
催
し
て
終
了
し
た

グ
ル
ー
プ
展
で
す
。

そ
の
第
一
回
展
の
出
品
目
録
冒
頭
に
は
、
前

衛
美
術
会
＊
２

所
属
メ
ン
バ
ー
と
し
て
久
し
ぶ

り
に
小
集
団
展
を
開
き
ま
す
、
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。
五
十
音
順
で
も
あ
り
つ
つ
、
年
長
者
か

ら
き
れ
い
に
名
前
が
並
べ
ら
れ
た
こ
の
四
人
は

同
会
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
入
江
と
山
下
に
最
大

一
二
歳
の
開
き
が
あ
り
な
が
ら
、
ウ
マ
が
あ
う

仲
間
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
入
江
が
一
九
五
三
年

に
練
馬
区
に
移
る
ま
で
、
四
人
と
も
豊
島
区
内

の
要
町
や
千
早
に
住
ん
で
い
て
、
往
来
は
頻
繁
、

大
塚
家
で
は
食
事
や
議
論
も
た
び
た
び
だ
っ
た

と
い
い
ま
す
。
彼
ら
の
表
現
の
前
衛
的
傾
向
と

こ
う
し
た
交
流
は
、
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
精

神
を
引
き
継
い
で
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
《
牛
》
は
、
入
江
旧
蔵
作
品
で
す
。

山
下
は
、
諷
刺
や
ユ
ー
モ
ア
を
ま
じ
え
な
が

ら
も
、
権
力
や
差
別
と
対
峙
し
た
制
作
で
知
ら

れ
る
作
家
で
す
。《
牛
》
は
、
そ
の
重
層
的
な

描
き
方
が
、
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
技
法
や
イ
メ
ー

ジ
を
組
み
合
わ
せ
て
使
う
山
下
の
ほ
か
の
作
品

と
の
類
似
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
山
下
は
時
勢
を

絵
画
化
し
、
画
風
を
変
え
な
が
ら
も
制
作
の
態

度
を
終
生
変
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
二
度
の
招
集

を
受
け
た
山
下
が
「
戦
争
が
市
民
生
活
に
も
た

ら
し
た
過
酷
な
状
況
の
下
で
、
自
分
が
ど
の
よ

う
に
生
き
た
か
と
い
う
真
の
命
題
が
貫
ぬ
け
た

か
ど
う
か
は
、
そ
の
人
の
絵
が
証
明
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。」
＊
３

と
語
る
通
り
、
激
烈
と
も

い
え
る
ほ
ど
強
固
な
制
作
態
度
で
し
た
。
大
作

で
は
な
い
な
が
ら
、
そ
れ
は
本
作
に
も
表
現
さ

れ
て
い
る
た
め
に
、
安あ

ん
の
ん穏

と
し
て
い
な
い
牛
で

あ
り
、
骨
の
イ
メ
ー
ジ
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
一
九
五
〇
年
代
に
画
家
た
ち
が
向
き
合

い
、
ま
た
山
下
が
格
闘
し
て
い
た
の
は
、
十
余

年
経
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
自
ら
も
加
わ
っ
た

戦
争
体
験
と
、
そ
の
後
の
社
会
状
況
な
の
で
す
。

（
美
術

　小
林
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

＊
１

　修
復
記
録
に
よ
れ
ば
、
画
面
に
は
部
分
的
に

金
色
（
真
鍮
）
と
銀
色
（
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
）
の

光
沢
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
後
の
制
作
の
試
行
の

可
能
性
も
う
か
が
わ
せ
る
。

＊
２

　前
衛
美
術
会
は
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年

に
結
成
さ
れ
た
美
術
団
体
で
、
戦
前
に
福
沢

一
郎
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
美
術
文
化
協
会
が

一
九
四
六
年
に
分
裂
、
そ
の
急
進
派
と
旧
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
美
術
作
家
と
か
ら
な
る
。

＊
３

　「作
家
訪
問 

山
下
菊
二
」『
絵
具
箱
か
ら
の
手

紙
』
三
四
号
、
ホ
ル
ベ
イ
ン
工
業
株
式
会
社
、

一
九
八
六
年
。

5

『
鈴
木
信
太
郎
全
集
』
第
五
巻
の
巻
末
に
掲

載
さ
れ
て
い
る「
鈴
木
信
太
郎
著
作
年
譜
」（「
著

作
」
以
外
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
情
報
の
記
載
も
豊

富
）
を
眺
め
る
と
、
信
太
郎
が
フ
ラ
ン
ス
文
学

研
究
の
み
に
没
頭
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

多
彩
な
趣
味
を
楽
し
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
将
棋
・
麻
雀
・
篆て

ん
こ
く刻
な
ど
な
ど
…
。

な
か
で
も
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
六
月
、

辰た
つ
の
ゆ
た
か

野
隆
ら
と
と
も
に
三
八
歳
で
初
め
て
コ
ー
ス

に
出
て
以
降
、
晩
年
ま
で
親
し
ん
で
い
た
の
が

ゴ
ル
フ
で
す
。
翌
三
四
年
四
月
に
ゴ
ル
フ
道
具

一
式
を
揃
え
た
信
太
郎
は
、「
五
月
頃
か
ら
月

に
十
日
は
コ
ー
ス
に
出
た
。
正
確
に
勘
定
す
れ

ば
、
昭
和
九
年
八
月
か
ら
十
年
七
月
ま
で
の
一

箇
年
間
に
、
百
三
十
二
回
コ
ー
ス
に
出
て
、
殆

ど
い
つ
も
一
ラ
ウ
ン
ド
半
乃

（
な
い
し
）至
二
ラ
ウ
ン
ド

廻
」
っ
た
、
と
し
て
お
り
、
一
年
間
で
二
〇
〇

ラ
ウ
ン
ド
以
上
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
ゴ
ル
フ
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
を

ご
く
簡
単
に
解
説
し
ま
し
ょ
う
。

ゴ
ル
フ
を
一
言
で
い
う
と
、「
ど
れ
だ
け
少

な
い
ス
コ
ア
（
打
数
）
で
コ
ー
ス
を
回
れ
る
か
」

を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
例
え
ば
、「
一
八
ホ
ー

ル
、
パ
ー
七
二
の
△
×
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
を

一
ラ
ウ
ン
ド
し
て
、ス
コ
ア
が
一
〇
〇
だ
っ
た
」

と
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
△
×
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
に
出
向
き
、
多
く
の
場
合
ゴ
ル
フ
仲
間
四
名

ひ
と
組
で
、
四
〜
五
時
間
程
度
か
け
て
一
番

ホ
ー
ル
か
ら
一
八
番
ホ
ー
ル
ま
で
プ
レ
ー
（
ラ

ウ
ン
ド
）
し
、
規
定
打
数
七
二
の
と
こ
ろ
、
ス

コ
ア
は
二
八
オ
ー
バ
ー
（
+28
）
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

先
に
掲
げ
た
信
太
郎
の
年
間
二
〇
〇
ラ
ウ
ン

ド
以
上
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
プ
ロ
ゴ
ル

フ
ァ
ー
並
み
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
上
回
る
ほ
ど

の
驚
異
的
な
数
字
と
言
え
ま
す
。
さ
ら
に
言
う

と
、〝
現
役
の
大
学
教
員
が
な
ぜ
実
現
可
能
な

の
だ
ろ
う
…
？
〞
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
、
不
思

議
な
数
字
で
も
あ
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
現
在
、
ス
コ
ア
が
一
〇
〇
を
切

る
こ
と
が
、
多
く
の
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
ァ
ー

に
と
っ
て
の
当
面
の
目
標
で
あ
り
、「
ス
コ
ア

一
〇
〇
」
は
平
均
以
上
の
腕
前
か
平
均
以
下
か

の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
と
い
う
こ
と
に
も
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

さ
て
、
旧
鈴
木
家
住
宅
に
は
、
複
数
の
ゴ
ル

フ
（
キ
ャ
デ
ィ
）
バ
ッ
グ
と
ク
ラ
ブ
セ
ッ
ト
が

遺
さ
れ
て
い
ま
す
。
左
の
写
真
は
そ
れ
ら
の
な

か
で
も
最
も
古
い
一
九
五
〇
年
代
前
半
に
製
造

さ
れ
た
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
が
収
め
ら
れ
て
い
る
も

の
で
、
お
そ
ら
く
信
太
郎
が
使
用
し
た
も
の
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
ウ
ッ
ド
の
ヘ
ッ
ド
は
パ
ー
シ

モ
ン
（
柿
の
木
）
を
使
用
、
ア
イ
ア
ン
の
シ
ャ

フ
ト
は
ス
チ
ー
ル
製
で
す
。
パ
タ
ー
や
ウ
エ
ッ

ジ
類
は
残
念
な
が
ら
欠
け
て
い
ま
す
が
、
ゴ
ル

フ
バ
ッ
グ
に
収
め
る
ク
ラ
ブ
番ば

ん
て手

な
ど
、
当
時

の
ゴ
ル
フ
事
情
を
知
る
上
で
も
貴
重
か
つ
興
味

深
い
資
料
と
言
え
ま
す
。

気
に
な
る
信
太
郎
の
ゴ
ル
フ
の
腕
前
で
す
が
、

シ
ン
グ
ル
プ
レ
ー
ヤ
ー
（
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

が
ひ
と
桁
の
上
級
者
）
で
は
な
い
も
の
の
、
ア

マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
ァ
ー
と
し
て
は
相
当
上
手

か
っ
た
よ
う
で

す
。
随
筆
の
記
述

に
よ
る
と
、
四
五

〜
四
六
歳
に
か
け

て
三
度
の
ハ
ー
フ

三
〇
台
（
前
半
な

い
し
は
後
半
の
九

ホ
ー
ル
で
ス
コ
ア
四
〇
を
切
る
こ
と
）
を
記
録

し
て
い
ま
す
。
信
太
郎
は
生
涯
に
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
を
一
度
経
験
し
て
い
ま
す
が
、
瞬
間
的
な

喜
び
で
あ
る
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
よ
り
も
、「
何

と
形
容
し
て
よ
い
か
解
ら
な
い
快
楽
」
と
ハ
ー

フ
三
〇
台
で
廻
っ
た
喜
び
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

右
の
ス
コ
ア
カ
ー
ド
は
、
一
九
五
九
年
五

月
一
五
日
、
我あ

び

こ

孫
子
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
（
パ
ー

71
）
ラ
ウ
ン
ド
時
の
も
の
で
、
一
八
ホ
ー
ル
を

八
四
打
（
+13
）
で
回
っ
て
い
ま
す
。
左
上
に
は

「
戦
後
最
高
のS

core

」
の
メ
モ
書
き
が
あ
り
、

六
三
歳
に
な
っ
て
も
よ
り
良
い
ス
コ
ア
を
目
指

す
信
太
郎
の
ゴ
ル
フ
に
対
す
る
姿
勢
が
う
か
が

え
ま
す
（
五
〇
代
半
ば
の
筆
者
の
ベ
ス
ト
ス
コ

ア
は
九
五
打
（
+24
）
で
信
太
郎
に
遠
く
及
び
ま

せ
ん
）。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（郷
土

　秋
山
）

　「
旧
鈴
木
家
住
宅
」
は
、
豊
島
区
東
池
袋
五
丁
目

に
所
在
す
る
歴
史
的
建
造
物
で
、
正
確
に
は
「
豊
島

区
指
定
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
旧
鈴
木
家
住
宅
」

と
い
う
名
称
で
す
。
現
在
豊
島
区
で
は
、
こ
の
建
物

を
改
修
・
整
備
し
て
「（
仮
称
）
鈴
木
信
太
郎
記
念
館
」

を
開
設
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

1967年10月9日　我孫子G.C.にて
左から角川書店創立者の角川源義、
小説家の獅子文六（岩田豊雄）、信太郎

「
旧
鈴
木
家
住
宅
」
の
資
料
た
ち

第
９
回　

信
太
郎
の
ゴ
ル
フ
人
生
、
ゴ
ル
フ
哲
学



1

『
か
た
り
べ
』
一
一
四
号
よ
り
連
載
し
て
い
る
「『
旧
鈴
木
家
住
宅
』
の

資
料
た
ち
」
で
は
、
豊
島
区
東
池
袋
五
丁
目
に
所
在
す
る
歴
史
的
建
造
物

「
豊
島
区
指
定
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
旧
鈴
木
家
住
宅
」
を
改
修
・
整

備
し
て
開
設
す
る
「（
仮
称
）
鈴
木
信
太
郎
記
念
館
」
の
公
開
に
先
立
ち
、

建
物
や
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
・
鈴
木
信
太
郎
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
、
豊
島
区
が
「
旧
鈴
木
家
住
宅
」
を
取
得

し
て
以
降
、
公
開
に
向
け
て
二
〇
一
二
〜
二
〇
一
三
年
に
か
け
て
建
物
の

基
礎
調
査
、
資
料
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
資
料
整
理
や
展
示

設
計
な
ど
を
行
い
、
そ
の
成
果
の
一
部
を
『
か
た
り
べ
』
や
プ
レ
展
示

な
ど
で
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
二
〇
一
七
（
平
成

二
九
）
年
一
月
よ
り
記
念
館
の
開
館
に
向
け
た
建
物
の
保
存
改
修
工
事
が

始
ま
り
ま
し
た
。

今
回
の
工
事
は
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
に
信
太
郎
の
父
が
現
在
の

地
に
移
り
住
ん
で
か
ら
増
改
築
を
繰
り
返
し
、
親
子
三
代
で
住
み
継
が
れ

て
き
た
「
旧
鈴
木
家
住
宅
」
が
記
念
館
に
生
ま
れ
変
わ
る
た
め
、
老ろ

う
き
ゅ
う
か

朽
化

に
よ
る
傷
み
の
修し

ゅ
う
ぜ
ん繕
と
展
示
空
間
・
事
務
空
間
を
整
備
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
工
程
と
し
て
は
、
ま
ず
建
物
と
庭
園
の
工
事
を

二
〇
一
七
年
一
〇
月
（
予
定
）
ま
で
実
施
、
そ
の
後
、
内
部
の
展
示
工
事

を
行
い
、
二
〇
一
八
年
三
月
の
開
館
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
郷
土
資
料
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
（
二
〇
一
七
年
一
〇

月
予
定
）
と
と
も
に
「（
仮
称
）
鈴
木
信
太
郎
記
念
館
」
の
開
館
に
向
け
て
、

学
芸
ス
タ
ッ
フ
一
同
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ご
覧
い
た
だ
け
る
ま
で

も
う
し
ば
ら
く
か
か
り
ま
す
が
、
楽
し
み
に
お
待
ち
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（郷
土

　木
下
）

6

時
代
小
説
家

　山
や
ま
て手

樹き
い
ち
ろ
う

一
郎

【
山
手
の
生
い
立
ち
】

「
桃
太
郎
侍
」「
夢
介
千
両
み
や
げ
」
な
ど
の

作
品
で
大
衆
か
ら
絶
大
な
人
気
を
誇
っ
た
時
代

小
説
家
・
山
手
樹
一
郎（
本
名

　井い
ぐ
ち口
長ち

ょ
う
じ次
）
は
、

一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
二
月
一
一
日
、
栃

木
県
那
須
郡
黒
磯
町
（
現
・
那
須
塩
原
市
）
で

生
ま
れ
ま
し
た
。

中
学
卒
業
後
、
出
版
社
に
入
社
し
た
山
手
は

編
集
の
仕
事
を
し
な
が
ら
「
井
口
長
二
」
名
義

で
少
女
小
説
を
発
表
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

父
親
の
病
気
を
機
に
、
一
九
二
四
（
大
正
一

三
）
年
、
東
京
府
北
豊
島
郡
長
崎
村
（
現
・
豊

島
区
要
町
）
に
居
を
移
す
と
、
晩
年
ま
で
五
四

年
間
を
同
地
で
過
ご
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
に
『
サ
ン
デ
ー
毎

日
』
の
大
衆
小
説
懸
賞
募
集
で
佳
作
を
受
賞
す

る
と
、
以
後
は
「
山
手
樹
一
郎
」
の
名
で
三
百

を
超
え
る
作
品
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

【
山
手
邸
で
の
勉
強
会
「
要か

な
め
か
い会
」】

売
れ
っ
子
作
家
だ
っ
た
山
手
の
自
宅
に
は
、

原
稿
の
完
成
を
待
つ
編
集
者
や
、
山
手
と
付
き

合
い
の
深
い
作
家
ら
が
集
ま
り
ま
し
た
。

山
手
邸
で
は
大
衆
小
説
研
究
会
が
定
期
的
に

開
催
さ
れ
、
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
に
は

そ
の
会
に
「
要
会
」
と
名
前
が
つ
き
ま
す
。
こ

の
会
名
は
、
や
が
て
は
大
衆
文
学
界
の
要
に
な

ろ
う
と
い
う
作
家
た
ち
の
思
い
と
、
山
手
の
家

が
要
町
に
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

上う
え
の野

一か
ず
お雄

、
村む

ら
ま
つ松

駿し
ゅ
ん
き
ち

吉
、
穂ほ

ず
み積

驚み
は
るに

山
手
が
加

わ
り
始
ま
っ
た
勉
強
会
は
、
池い

け
な
み波

正し
ょ
う
た
ろ
う

太
郎
や
郡

こ
お
り

順じ
ゅ
ん
し史
ら
が
加
わ
り
、
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）

年
に
山
手
が
入
院
す
る
ま
で
続
き
ま
し
た
。

【「
新し

ん
じ
ゅ樹

の
会
」
と
の
付
き
合
い
】

山
手
は
長
年
の
編
集
者
経
験
か
ら
、
多
く

の
若
手
作
家
の
育
成
に
も
尽
力
し
て
い
ま
す
。

一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
一
二
月
、「
要
会
」

か
ら
派
生
し
た
若
手
作
家
の
勉
強
会
「
新
樹
の

会
」
は
、
同
人
誌
『
新
樹
』
を
創
刊
し
、
小
説

や
評
論
を
発
表
し
ま
し
た
。
発
足
時
の
同
人
は

一い
ち
じ
ょ
う条
明あ

き
ら、
郡
順
史
ら
七
名
で
、
同
誌
に
連
載

さ
れ
た
永な

が
お
か岡
慶け

い
の
す
け

之
助
の
「
斗と

な
み
は
ん

南
藩
子し

て
い
き

弟
記
」
は
、

直
木
賞
候
補
に
選
ば
れ
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

二
号
後
書
き
に
は
「
わ
れ
わ
れ
が
『
新
樹
』

１
号
及
２
号
を
世
に
送
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

長
い
間
わ
れ
わ
れ
の
文
学
的
指
導
者
と
し
て
物

心
両
面
に
多
大
の
援
助
を
与
え
て
く
れ
た
山
手

樹
一
郎
先
生
の
絶
大
な
尽
力
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
先
生
の
真
摯
な
鞭
撻
が
な
か
つ
た
な
ら
ば
、

あ
る
い
は
『
新
樹
』
は
生
れ
な
か
つ
た
か
も
知

れ
な
い
。」（
文
章
マ
マ
）
と
記
さ
れ
て
お
り
、

師
と
仰
ぐ
山
手
に
対
す
る
『
新
樹
』
同
人
た
ち

の
思
慕
の
念
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

山
手
と
同
人
た
ち
は
連
れ
だ
っ
て
出
掛
け
て

は
親
睦
を
深
め
、
そ
の
時
撮
影
さ
れ
た
写
真
が

ア
ル
バ
ム
に
仕
立
て
ら
れ
、
同
人
た
ち
か
ら
山

手
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。（
文
学
・
マ
ン
ガ

　安
達
）

アルバム「新樹・一日散歩」
（撮影・編集）木

きやすすむ

屋進、植
うえきしげる

木繁、水
み ず の

野泰
た い じ

治、一条明、松
まつなが

永義
よしひろ

弘

山手樹一郎記念会寄贈

・
2017年3月24日

・
豊島区立郷土資料館
（休館中）
・

東京都豊島区西池袋2-37-4
としま産業振興プラザ7階

・
電話 03-3980-2351

URL : http://www.city.toshima.
　　　lg.jp/bunka/bunka/
　　　shiryokan/index.html

かたりべ
No.123

豊
島
区
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち

　豊
島
区
で
は
、
戦
前
か
ら
今
日
ま
で
著
名
な
作

家
た
ち
が
暮
ら
し
、
集
い
、
活
発
な
創
作
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。
大
衆
文
学
、
詩
歌
、
児
童
文
学
、

童
謡
、
童
画
、
マ
ン
ガ
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
多
岐
に

わ
た
り
、
ゆ
か
り
の
あ
る
主
な
作
家
だ
け
で
も
百

名
以
上
に
な
り
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ゆ

か
り
の
作
家
ひ
と
り
ひ
と
り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

山手樹一郎記念会提供

郷土資料館・ミュージアム開設準備グループ
事務室移転および日程のお知らせ

■日　　　　程　２０１７年 ５ 月１日（月）より開始
　　　　　　　　※展示室は１０月１日（日）より（予定）
■移　 転　 先　〒１７１－００２１
　　　　　　　　豊島区西池袋２－３７－４
　　　　　　　　としま産業振興プラザ（ＩＫＥ･Ｂｉｚ）７階
■お問い合わせ　郷土資料館管理運営グループ　　電話03-3980-2351
　　　　　　　　ミュージアム開設準備グループ　電話03-3980-3177
　　　　　　　　月曜日～金曜日　（祝日、年末年始を除く）
　　　　　　　　午前8時30分～午後5時15分


